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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】予め食材を載置し、一気かつ食材の配置の状態

を概ね保ちつつ、さらには食材からドリップをできるだ

け減らして、食器、或いは麺又は米飯などの主材に、食

材を載せることができる食材トレーを提供する。

【解決手段】食材を載置する板２と、板の三辺から立設

した壁３とからなる食材トレー１であって、板の壁のな

い辺側に、上方に屈曲した傾斜部を備え、ドリップの流

出を防止する堰とした。さらには、食材を載置し、冷凍

耐性かつマイクロウェーブ耐性のある食材トレーと、食

材トレーを密封した包装袋とからなり、冷凍されたこと

を特徴とする冷凍食材セット５の構成とした。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

食 材 を 載 置 す る 板 と 、 前 記 板 の 三 辺 か ら 立 設 し た 壁 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 食 材 ト レ

ー 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 板 の 壁 の な い 辺 側 に 、 上 方 に 屈 曲 し た 傾 斜 部 を 備 え 、 ド リ ッ プ の 流 出 を 防 止 す る 堰 と

し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 食 材 ト レ ー 。

【 請 求 項 ３ 】

食 材 を 載 置 し た 、 冷 凍 耐 性 か つ マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 耐 性 の あ る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載

の 食 材 ト レ ー と 、 前 記 食 材 ト レ ー を 密 封 し た 包 装 袋 と か ら な り 、

冷 凍 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 食 材 セ ッ ト 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 予 め 食 材 を 載 置 し 、 一 気 か つ 食 材 の 配 置 の 状 態 を 概 ね 保 ち つ つ 、 さ ら に は 食

材 か ら ド リ ッ プ を で き る だ け 減 ら し て 、 食 器 、 或 い は 麺 又 は 米 飯 な ど の 主 材 に 、 食 材 を 載

せ る こ と が で き る 食 材 ト レ ー に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 例 え ば 、 ラ ー メ ン 店 で は 、 麺 が 茹 で あ が っ た 後 に 、 ど ん ぶ り 内 に 調 合 し て お い た ス ー プ

に 麺 を 入 れ 、 客 の 注 文 に 応 じ て 、 別 途 調 整 し て あ る 食 材 で あ る 複 数 の 具 材 を 各 タ ッ パ ー な

ど か ら 取 り 出 し 、 麺 の 上 に 直 接 ト ッ ピ ン グ し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の よ う な 準 備 手 順 で は 、 麺 を ス ー プ に 入 れ て か ら 具 材 を ト ッ ピ ン す る た め 、 調 理 者 は

多 種 多 様 の 具 材 の 取 り 出 し ト ッ ピ ン グ に 手 間 取 り 、 麺 の 茹 で あ げ か ら 提 供 ま で 時 間 を 要 す

る の が 現 状 で あ る 。 １ 度 に 提 供 す る ど ん ぶ り 数 が 少 な い 場 合 で あ れ ば 、 そ の ト ッ ピ ン グ 手

順 で 問 題 な い が 、 多 数 の ど ん ぶ り を 同 時 に 調 整 、 提 供 す る 場 合 に は 、 煩 雑 で 、 麺 の の び も

問 題 に な る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 他 方 、 冷 凍 食 品 用 の ト レ ー と し て 、 特 許 文 献 １ 、 ２ が 提 案 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １ は 、

お 弁 当 の お か ず を 簡 単 に 調 理 で き る 容 器 入 り 冷 凍 食 品 セ ッ ト で 、 よ り 詳 し く は 、 　 電 子 レ

ン ジ を 利 用 し て 調 理 を 行 う も の を 含 む 複 数 種 類 の 冷 凍 さ れ た お か ず が 、 互 い に 仕 切 ら れ た

複 数 の 収 納 室 （ ２ ２ ） を 有 す る 容 器 （ ２ ０ ） に 、 個 別 に 収 納 さ れ て い る 容 器 入 り 冷 凍 食 品

セ ッ ト で あ っ て 、 前 記 容 器 は 、 前 記 複 数 の 収 納 室 の 一 部 で あ る 第 １ 収 納 室 （ ２ ２ ａ ） が 配

置 さ れ る 第 １ 領 域 （ ２ ０ ａ ） と 、 前 記 第 １ 領 域 に 対 し て 手 を 使 っ て 切 断 可 能 な 第 １ 分 離 補

助 部 （ ２ ４ ） を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 前 記 複 数 の 収 納 室 の 一 部 で あ っ て 前 記 第 １ 収 納 室

と は 異 な る 第 ２ 収 納 室 （ ２ ２ ｂ ） が 配 置 さ れ る 第 ２ 領 域 （ ２ ０ ｂ ） と 、 を 有 し 、 前 記 複 数

種 類 の 冷 凍 さ れ た お か ず の う ち 前 記 第 １ 収 納 室 に 収 納 さ れ た 第 １ の お か ず （ ３ ２ ａ ） は 、

前 記 第 ２ 収 納 室 に 収 納 さ れ た 第 ２ の お か ず （ ３ ２ ｂ ） と は 、 電 子 レ ン ジ に よ る 調 理 時 間 が

異 な る こ と を 特 徴 と す る 容 器 入 り 冷 凍 食 品 セ ッ ト と い う も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ の 方 式 で は 、 食 器 、 麺 、 米 飯 な ど の 主 材 に 個 別 に 取 り 出 す 必 要 が あ り 煩 雑 な

う え 、 見 た 目 よ く ト ッ ピ ン グ す る の は 容 易 で な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ は 、 　 米 飯 な ど に 、 具 を 含 む 、 あ る い は 含 ま な い 調 味 液 を か け て 温 か

い 状 態 で 食 べ る よ う な 食 品 に 関 し 、 電 子 レ ン ジ で 解 凍 す る だ け で 、 で き た て の 状 態 で 食 べ

ら れ る よ う に し た 容 器 入 り 冷 凍 食 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 容 器 の 底 部 に 冷 凍 し た 主 固 形

食 品 が 入 れ ら れ 、 必 要 に よ り 、 該 主 固 形 食 品 の 上 に 冷 凍 し た 副 固 形 食 品 が 載 せ ら れ 、 こ れ

ら の 上 部 に 、 凹 状 の 中 蓋 が 、 該 中 蓋 の 上 面 底 部 に 具 を 含 む 、 あ る い は 含 ま な い 冷 凍 し た 調

味 液 を 載 せ た 状 態 で 、 該 容 器 の 開 口 部 を 覆 う よ う に 戴 置 さ れ 、 さ ら に 該 容 器 の 開 口 部 に 蒸
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気 抜 き 孔 を 上 面 に 設 け た 上 蓋 が 嵌 着 さ れ る 工 程 を 有 し て な り 、 解 凍 時 に 固 形 食 品 か ら 出 る

蒸 気 が 、 中 蓋 の 底 と の 間 に で き た 空 間 に お い て 対 流 を 始 め 、 中 蓋 の 底 を 加 熱 し 、 さ ら に こ

の 蒸 気 が 調 味 液 と 上 蓋 と の 間 に で き た 空 間 に お い て 、 調 味 液 か ら 発 生 し た 蒸 気 と 一 緒 に な

っ て 対 流 を 起 こ し た 後 、 上 蓋 の 蒸 気 抜 き 孔 か ら 逃 げ て い く よ う な 構 造 を 有 す る こ と を 特 徴

と す る 容 器 入 り 冷 凍 食 品 の 製 造 方 法 と い う も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 特 許 文 献 ２ の 方 式 で も 、 容 器 に は 、 底 か ら 起 立 し た 高 い 側 壁 、 半 円 球 で あ る こ と か ら 、

具 材 は 中 蓋 （ ３ ） 内 に 一 括 で 調 整 さ れ て い る も の の 配 置 の 状 態 で の 主 材 へ の 載 置 は 容 易 で

な い う え 、 解 凍 に 伴 う ド リ ッ プ を 除 き な が ら 主 材 へ ト ッ ピ ン グ す る こ と は 極 め て 困 難 で あ

る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ６ － ３ ４ ８ ３ ９ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ８ － ２ ２ ８ ７ ４ ０ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 予 め 食 材 を 載 置 し 、 一 気 か つ 食 材 の 配 置 の 状 態 を 概 ね 保 ち つ つ 、 さ

ら に は 食 材 か ら ド リ ッ プ を で き る だ け 減 ら し て 、 食 器 、 或 い は 麺 又 は 米 飯 な ど の 主 材 に 、

食 材 を 載 せ る こ と が で き る 食 材 ト レ ー を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、

　 （ １ ）

食 材 を 載 置 す る 板 、 例 え ば 四 角 形 の 板 と 、 前 記 板 の 三 辺 か ら 立 設 し た 壁 と か ら な る こ と を

特 徴 と す る 食 材 ト レ ー 。

　 （ ２ ）

前 記 板 の 壁 の な い 辺 側 に 、 上 方 に 屈 曲 し た 傾 斜 部 を 備 え 、 ド リ ッ プ の 流 出 を 防 止 す る 堰 と

し た こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の 食 材 ト レ ー 。

（ ３ ）

前 記 食 材 ト レ ー が 、 冷 凍 耐 性 が あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 食 材 ト レ

ー 。

（ ４ ）

前 記 食 材 ト レ ー が 、 マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 耐 性 が あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記

載 の 食 材 ト レ ー 。

（ ５ ）

前 記 食 材 ト レ ー が 、 麺 用 で あ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 食 材 ト レ ー 。

（ ６ ）

前 記 板 の 底 と 、 前 記 壁 の 上 部 が 嵌 合 し 、 複 数 積 み 上 げ ら れ る こ と を 特 徴 と す る （ １ ） 又 は

（ ２ ） に 記 載 の

食 材 ト レ ー 。

（ ７ ）

（ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 食 材 ト レ ー と 、 前 記 食 材 を 押 し 滑 ら す ヘ ラ を 備 え る こ と を 特 徴

と す る 食 材 ト レ ー セ ッ ト 。

（ ８ ）

（ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 食 材 ト レ ー を 用 い て 、 ス ー プ 内 の 麺 に 前 記 食 材 を ト ッ ピ ン グ す

る こ と を 特 徴 と す る ラ ー メ ン の 提 供 方 法 。

（ ９ ）

食 材 を 載 置 し た 、 冷 凍 耐 性 か つ マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 耐 性 の あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 食
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材 ト レ ー と 、 前 記 食 材 ト レ ー を 密 封 し た 包 装 袋 と か ら な り 、 冷 凍 さ れ た こ と を 特 徴 と す る

冷 凍 食 材 セ ッ ト 。

（ １ ０ ）

冷 凍 耐 性 か つ マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 耐 性 の あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 食 材 ト レ ー に 載 置 し

た 食 材 と 、 前 記 食 材 を 載 せ る 麺 又 は 米 飯 と か ら な り 、 冷 凍 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 冷 凍 食

材 セ ッ ト 。

と し た 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 構 成 で あ る の で 、 特 に 、 開 放 辺 を 取 出 口 と す る こ と で 、 一 気 か つ 食 材 の

配 置 の 状 態 を 概 ね 保 ち つ つ 、 ま た 板 に 傾 斜 部 を 設 け る こ と で 材 か ら ド リ ッ プ を で き る だ け

減 ら し て 、 食 器 、 或 い は 麺 又 は 米 飯 な ど の 主 材 に 、 食 材 を 載 せ る こ と が で き る 食 材 ト レ ー

を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 考 案 で あ る 実 施 例 １ の 食 材 ト レ ー を 用 い た 食 材 の ト ッ ピ ン グ 準 備 例 （ ラ ー メ ン

用 具 材 の 一 例 ） で あ る 。

【 図 ２ 】 本 考 案 で あ る 実 施 例 １ の 食 材 ト レ ー を 用 い た 冷 凍 食 材 セ ッ ト か ら の ト ッ ピ ン グ の

説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 考 案 で あ る 実 施 例 １ の 食 材 ト レ ー を 用 い た 食 材 の ト ッ ピ ン グ 準 備 例 （ そ ば 、 う

ど ん 用 具 材 の 一 例 ） で あ る 。

【 図 ４ 】 本 考 案 で あ る 実 施 例 ２ の 食 材 ト レ ー の 斜 視 模 式 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 考 案 で あ る 実 施 例 ２ の 食 材 ト レ ー を 用 い た 食 材 の ト ッ ピ ン グ 準 備 例 （ ラ ー メ ン

用 具 材 の 一 例 ） 、 及 び 投 入 例 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 考 案 で あ る 実 施 例 ２ の 食 材 ト レ ー を 用 い た 食 材 の ト ッ ピ ン グ 準 備 例 （ ラ ー メ ン

用 具 材 の 一 例 ） 、 及 び 他 の 投 入 例 で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ き 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 た だ し 、 本 考

案 は そ れ ら 実 施 形 態 の 形 状 、 大 き さ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 食 材 ト レ ー １ は 、 食 材 セ ッ ト ５ を 載 置 す る 板 、 例 え ば 四 角

形 の 板 ２ と 、 板 ２ の 三 辺 か ら 立 設 し た 壁 ３ と か ら な り 、 壁 ３ な い 開 放 辺 ２ ａ 部 が 、 食 材 セ

ッ ト ５ を 滑 ら せ て 取 り 出 し 可 能 な 取 出 口 ４ と な る 。 開 放 辺 ２ ａ の 幅 は 、 載 置 さ れ た 食 材 セ

ッ ト ５ の ト ッ ピ ン グ の 際 に 、 食 材 セ ッ ト ５ の こ ぼ れ 落 ち を 防 止 す る た め 載 せ る 器 の 径 よ り

短 い 方 が よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

な お 、 食 材 ト レ ー を 持 ち 上 げ や す い よ う に 壁 ３ の い ず れ か に 取 っ 手 、 例 え ば 壁 ３ の 何 れ か

の 側 面 か ら 突 出 し 、 食 材 ト レ ー の 重 ね を 邪 魔 し な い 取 っ 手 を 備 え て も よ い 。 他 の 実 施 例 に

お い て も 同 じ 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ の 食 材 セ ッ ト ５ は 、 ラ ー メ ン 用 の 具 材 例 で あ る 。 本 考 案 の 食 材 ト レ ー １ で あ れ ば 、

開 放 辺 ２ ａ を 取 出 口 ４ と す る こ と で 、 食 材 セ ッ ト ５ を 滑 ら せ 板 ２ 上 で の 食 材 セ ッ ト ５ の 配

置 の 状 態 を 概 ね 保 ち つ つ 、 麺 に 一 気 に 食 材 セ ッ ト ５ を 載 せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ２ に は 、 冷 凍 食 材 セ ッ ト を 及 び そ の 食 材 セ ッ ト の 主 材 （ ラ ー メ ン ） へ の ト ッ ピ ン グ 方

法 を 示 し た 。 　 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 冷 凍 食 材 セ ッ ト ６ は 、 図 １ に 示 し た 食 材 ト レ ー

１ の 板 ２ 上 に 個 別 具 材 を 配 置 し て な る 食 材 セ ッ ト ５ を 載 置 し た ま ま 包 装 袋 ７ に 入 れ ら れ 、

冷 凍 し た 状 態 で 、 流 通 、 保 管 さ れ る 。 包 装 袋 ７ に は 、 包 装 袋 ７ を 開 封 し や す い よ う に 、 ノ
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ッ チ ７ ａ を 設 け る と よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 冷 凍 食 材 セ ッ ト ６ は 、 マ イ ク ロ 波 加 熱 が 好 適 で 、 そ の 際 に は 、 ノ ッ チ ４ ａ で 包 装 袋 ７ を

少 し 開 封 す る 。 し た が っ て 、 食 材 ト レ ー １ 、 包 装 袋 ７ の 素 材 と し て は 、 冷 凍 耐 性 、 マ イ ク

ロ 波 耐 性 の あ る 樹 脂 が 好 適 で 、 既 存 の レ ン ジ ア ッ プ さ れ る 冷 凍 食 品 の も の 、 例 え ば ポ リ エ

チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン な ど が 採 用 で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 続 い て 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 食 材 セ ッ ト ５ を 載 せ た 状 態 で 食 材 ト レ ー １ を 包 装 袋

７ か ら 取 り 出 し 、 ど ん ぶ り １ ０ の 上 に 食 材 ト レ ー １ を 位 置 さ せ 、 包 丁 ８ 或 い は 箸 ９ な ど を

利 用 し て 押 し 滑 ら せ 、 食 材 セ ッ ト ５ を ス ー プ １ ０ ａ に 入 れ た 麺 １ ０ ｂ の 上 に 一 気 に 載 せ る

。 こ の よ う な 手 法 に よ る ト ッ ピ ン グ で あ れ ば 、 食 材 セ ッ ト ５ を 麺 上 に 一 瞬 で 簡 単 に ト ッ ピ

ン グ す る こ と が で き る と と も に 、 食 材 ト レ ー １ に 配 置 し た 食 材 の 状 態 を 概 ね 維 持 し た 状 態

で ト ッ ピ ン グ す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 食 材 ト レ ー １ は 、 使 い 捨 て す る こ と が で き る が 、 業 務 用 で あ れ ば レ ン ジ ア ッ プ せ ず 、 繰

り 返 し 皿 の よ う に 使 用 す る 為 、 レ ン ジ ア ッ プ 品 よ り 厚 め に 成 形 し 、 強 度 を 高 め る と よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ３ に は 、 食 材 ト レ ー １ に 、 う ど ん 、 そ ば 用 の 食 材 セ ッ ト ５ ａ の 例 を 示 し た 。 な お 、 食

材 セ ッ ト ５ 、 ５ ａ と し て 麺 用 を 例 示 し た が 、 米 飯 用 の 食 材 、 例 え ば 、 野 菜 炒 め 、 エ ビ チ リ

、 カ ツ 丼 な ど 、 丼 用 の 具 材 、 均 一 物 の 食 材 で あ っ て も よ い 。 勿 論 冷 凍 し て も 、 し な く て も

よ い 。 こ の よ う な 場 合 、 食 材 ト レ ー １ を 傾 け る こ と で 、 汁 、 タ レ 、 ソ ー ス も 、 簡 単 か つ 食

材 ト レ ー １ か ら 垂 れ る こ と な く 主 材 或 い は 器 に 投 入 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 食 材 ト レ ー １ １ は 、 食 材 を 載 置 す る 板 、 例 え ば 、 一 の 辺 側

が 一 部 帯 状 に 上 に 屈 曲 し た 傾 斜 部 １ ２ ｂ を 備 え た 板 １ ２ と 、 傾 斜 部 １ ２ ｂ の な い 板 ２ の 三

辺 か ら 立 設 し た 壁 １ ３ と か ら な り 、 傾 斜 部 １ ２ ｂ 側 が 食 材 を 滑 ら せ て 取 り 出 し 可 能 な 取 出

口 １ ４ と な る 。 開 放 辺 １ ２ ａ の 幅 は 、 載 置 さ れ た 食 材 の ト ッ ピ ン グ の 際 に 、 食 材 の こ ぼ れ

落 ち を 防 止 す る た め 載 せ る 器 の 径 よ り 短 い 方 が よ い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 傾 斜 部 １ ２ ｂ は 、 平 坦 或 い は 弧 状 で 、 板 １ ２ か ら 開 放 辺 １ ２ ａ 側 の 壁 １ ３ の 頂 上 ま で を

繋 い で （ 図 ４ に 例 示 ） も 、 板 １ ２ か ら 開 放 辺 １ ２ ａ 側 の 壁 １ ３ の 中 腹 （ 図 示 省 略 ） で あ っ

て も よ い 。 ま た 、 板 １ ２ と 傾 斜 部 １ ２ ｂ の 接 続 は 、 角 で あ っ て も 弧 状 で あ っ て も よ い 。 板

１ ２ と 傾 斜 部 １ ２ ｂ の 接 続 角 は ５ ° ～ ３ ０ ° 程 度 が よ く 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ° ～ １ ５ °

で あ る 。 な お 、 接 続 角 が ９ ０ ° に な れ ば 壁 で あ り 、 ０ ° で あ れ ば 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。

す な わ ち 、 傾 斜 部 １ ２ ｂ は 、 壁 １ ３ で は な い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 食 材 セ ッ ト ５ は 、 実 施 例 １ 同 様 に 、 レ ン ジ 加 熱 が 必 要 な 場 合 に は レ

ン ジ ア ッ プ 後 、 ど ん ぶ り の 上 に 食 材 ト レ ー １ を 位 置 さ せ 、 包 丁 ８ 或 い は 箸 ９ な ど を 利 用 し

て 押 し 滑 ら せ 、 食 材 セ ッ ト ５ を ス ー プ に 入 れ た 麺 の 上 に 一 気 に 載 せ る 。 こ の よ う な 手 法 に

よ る ト ッ ピ ン グ で あ れ ば 、 食 材 セ ッ ト ５ を 麺 上 に 一 瞬 で 簡 単 に ト ッ ピ ン グ す る こ と が で き

る と と も に 、 食 材 ト レ ー １ に 配 置 し た 食 材 の 状 態 を 概 ね 維 持 し た 状 態 で 、 か つ 、 傾 斜 部 １

２ ｂ が 堰 と な っ て ド リ ッ プ を 投 入 し な い よ う に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 食 材 セ ッ ト ５ を 押 し 滑 ら れ る 器 具 と し て 、 ヘ ラ １ ５ を 備 え 、 利 用 し て も よ い 。 ヘ

ラ １ ５ は 、 本 体 １ ５ ａ に 、 手 で 把 持 す る 取 っ 手 １ ５ ｂ が 接 続 し 、 本 体 １ ５ ａ の 食 材 ト レ ー

１ １ の 板 １ ２ に 接 触 す る 当 接 部 １ ５ ｃ を 備 え る 。 当 接 部 １ ５ ｃ は 、 汁 、 ド リ ッ プ も 押 し 込

む と き は 直 線 的 が 好 ま し く 、 ド リ ッ プ を 除 い て 、 減 ら し て 投 入 す る 食 材 の と き は 、 波 状 、

櫛 状 な ど 一 部 だ け 当 接 す る 形 状 と す る と よ い 。

【 実 施 例 ３ 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 示 を 省 略 す る が 、 実 施 例 １ ， ２ に お い て 、 複 数 の 食 材 ト レ ー を ズ レ な い よ う 、 食 材 を

圧 迫 し な い よ う 複 数 段 重 ね る こ と が で き る よ う 、 食 材 ト レ ー の 板 の 底 と 、 壁 の 上 部 が 嵌 合

す る 凹 凸 な ど の 嵌 合 構 造 を 備 え る 。 飲 食 店 で 、 複 数 の 食 材 の ト ッ ピ ン グ を 主 材 の 仕 上 が り

ま で に 準 備 し て 重 ね て 待 機 す る こ と で 、 場 所 を と ら ず に 、 多 数 の ト ッ ピ ン グ 材 の 提 供 で も

短 時 間 か つ 簡 単 に ト ッ ピ ン グ 及 び 提 供 が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

１ 　 　 　 食 材 ト レ ー

２ 　 　 　 板

２ ａ 　 　 開 放 辺

３ 　 　 　 壁

４ 　 　 　 取 出 口

５ 　 　 　 食 材 セ ッ ト

５ ａ 　 　 食 材 セ ッ ト

６ 　 　 　 冷 凍 食 材 セ ッ ト

７ 　 　 　 包 装 袋

７ ａ 　 　 ノ ッ チ

８ 　 　 　 包 丁

９ 　 　 　 箸

１ ０ 　 　 ど ん ぶ り

１ ０ ａ 　 ス ー プ

１ ０ ｂ 　 麺

１ １ 　 　 食 材 ト レ ー

１ ２ 　 　 板

１ ２ ａ 　 開 放 辺

１ ２ ｂ 　 傾 斜 部

１ ３ 　 　 壁

１ ４ 　 　 取 出 口

１ ５ 　 　 ヘ ラ

１ ５ ａ 　 本 体

１ ５ ｂ 　 取 っ 手

１ ５ ｃ 　 当 接 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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